

















1947（昭和 22）年 2月 6日，文部省は「新学校制度の実施について」の学校教育局長談を地方長
官あてに送付した。その中で，「新制中学校は，主旨としては公立学校で，3年の義務制，無月謝制，
地域制をとり，なるべく男女共学とする」，「差当り 22年度には一応制度として 3ヵ年の新制中学校

































1947年 3月 20日発行の学習指導要領一般編の時間表を見ると（表 1），国語，習字，社会，国史，
数学，理科，音楽，図画工作，体育，職業が必修教科で，選択教科は，外国語，習字，職業，自由研







その 1，外国語・自由研究に配当した選択時数 4時間は習字（第 3学年）に 1時間，職業に 4時間ま
で配当することができるとあり，進学希望者には外国語 4時間，就職希望者には職業 4時間などが想
定されていたのであろう。そのほか自由研究が設定されたが，小学校の自由研究との接続が考慮され

















国　　　語 175（5） 175（5） 175（5）
　　習　字  35（1）  35（1）
社　　　会 175（5） 140（4） 140（4）
　　国　史  35（1）  70（2）
数　　　学 140（4） 140（4） 140（4）
理　　　科 140（4） 140（4） 140（4）
音　　　楽  70（2）  70（2）  70（2）
図 画 工 作  70（2）  70（2）  70（2）
























































表 2　1949（昭和 24）年 5月中学校教育課程時間配当表
学　年 1 2 3
必修教科
国 　 語 140-210 140-210 140-210
習 　 字 35-70 35-70
社 　 会 140-210 105-175 140-210
日 本 史  35-105  35-105
数 　 学 140-175 105-175 105-175
理 　 科 105-175 140-175 140-175
音 　 楽  70-105  70-105  70-105
図 画 工 作  70-105  70-105  70-105
保 健 体 育 105-175 105-175 105-175
職 業 家 庭 105-140 105-140 105-140
小　　　計  910-1015  910-1015  910-1015
選択教科
外 国 語 140-210 140-210 140-210
職 業 家 庭 105-140 105-140 105-140
その他の教科  35-210  35-210  35-210
















1050から 1015時間に減，選択教科は，外国語が 3学年とも 35-140から 140－210時間への増，「そ































第 1類は，栽培・飼育・漁・食品加工，第 2類は，手技工作・機械操作・製図，第 3類は，文書事
務・経営記帳・計算，第 4類は，調理・衛生で，この分類表をもとに A例：農村の男子向（第 7学















































国 語 175-280 175-280 140-210
社 会 140-210 140-210 175-315
数 学 140-175 105-175 140-175
理 科 105-175 140-175 140-175
音 楽  70-105  70-105  70-105
図 画 工 作  70-105  70-105  70-105
職 業 家 庭 105-175 105-175 105-175
保 健 体 育 105-140 105-140 105-140





外 国 語 140-210 140-210 140-210
職 業 家 庭 105-140 105-140 105-140
その他の教科  35-210  35-210  35-210
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